ひげ えみ 

「眼が さめました ね。」 呂翁 は、 髭を嚙 みながら、 笑 を 

嚙み 殺す ような 顔 をして 云った。 

フ k;*k ；」 

「夢 をみ ましたろう。」 

「見ました。」 

「どんな 夢を見ました。」 

せいか さいし むすめ 

「何でも 大 へん 長い 夢です。 始めは 清 河の 崔 氏の 女 

と 一し よに なりました。 うつくしい つつまし やかな 女 

あく しんし 

だった ような 気がします。 そうして 明る 年、 道士の 試 

験に 及第して、 南の 卧 になり ました。 それから、 

かんさつ ぎよし ききょし やじん ちせいこう 

監察 御史ゃ 起居 舎 人知 制誥を 経て、 とんとん 拍子に 



ちょうじょく きゅうた つ 

「では、 寵 辱 の 道 も 窮達 の 運 も、 一 通り は 味わ つ て 

来た 訳です ね。 それ は 結構な 事でした。 生きる と 云う 

事 は、 あなたの 見た 夢と いくら も 変って いるもの では 

しゅうじゃく 

ありません。 これで あなたの 人生の 執着 も、 熱が さ 

と く そ -っ 

めた でしよう。 得 喪の 理も 死生の 情 も 知って 見れば、 

つまらな いものな のです。 そうではありません か。」 

ろせい ことば 

盧生 は、 じれった そうに 呂 翁の 語 を 聞いて いたが、 

相手が 念 を 押す と共に、 青年ら しい 顔 を あげて、 眼 を 

かがやかせながら、 こう 云った。 

「夢 だから、 なお 生きたい のです。 あの 夢の さめた よ 

うに、 この 夢 もさめ る 時が 来る でしよう。 その 時が 来 



るまでの 間、 私 は 真に 生きた と 云える ほど 生きたい 

のです。 あなた はそう 思いません か。」 

呂翁は 顔をしかめた まま、 然り とも 否と も 答えな 

かった。 

(大正 六 年 十月) 
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